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伊 平 屋 村

原風景の残る島 Iheya Island

広
報いへや

島
に
春
が
来
た
。
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求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
村
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
の
振

興
に
と
っ
て
何
が
最
も
必
要
か
を
判
断

し
な
が
ら
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
意
思
が
行
政

計
画
、
ま
た
は
行
政
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
の
中
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
村
民
自
ら

の
力
で
実
現
し
て
い
く
、
住
民
主
導
型

の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

１　

村
民
の
主
体
的
な
村
づ
く
り
の
仕

組
み
の
整
備

　

村
民
が
求
め
る
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
、
村
民
の
求
め
る
「
心
豊
か
な
望

ま
し
い
環
境
づ
く
り
」
と
「
自
ら
の
心

を
豊
か
に
す
る
人
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
、
村
づ
く
り
へ
の
住
民
参
画
の

促
進
と
そ
の
取
り
組
に
つ
い
て
、人
的
・

財
政
的
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
主
導
の
村
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
住
民
が

島
の
将
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
幸
せ
を
実

感
で
き
る
島
づ
く
り
を
住
民
自
ら
が
実

現
出
来
る
よ
う
、
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
住
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
支
援
体
制
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
、

「
伊
平
屋
村
人
材
育
成
基
本
方
針
」
及

び
「
伊
平
屋
村
職
員
研
修
計
画
」
に
基

づ
き
、
職
員
の
意
識
向
上
と
高
い
行
政

能
力
を
有
す
る
職
員
形
成
を
図
る
た
め

の
各
種
研
修
を
実
施
致
し
ま
す
。ま
た
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
県
市
町
課
へ
の
職

員
派
遣
研
修
も
行
い
ま
す
。
そ
の
他
人

村
民
の
た
め
に
汗
を
か
く
こ
と
を
実
践

し
た
い
。

「
伊い

平へ

屋や

島じ
ま

に
生う
ま

り　

結む
し

で
ち
ゃ
る
心
く
く
る

　

仲し
ん
か間
肝ち
む

染す

み
て　

世か

果ふ

報ー

花ば
な

咲さ

か

さ
」
の
思
い
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

Ⅱ　

施
策
の
概
要

　

次
に
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
、
村
民
の
求
め
る
将

来
像
に
沿
っ
て
、
基
本
姿
勢
と
主
な
施

策
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
１
に
、≪

住
民
主
導≫

〝
住
民
主

導
の
村
行
政
〟
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

我
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
国
家
財
政

の
危
機
的
状
況
な
ど
、
社
会
経
済
に
大

き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
地
方
自
治
体
が
分
権
の

担
い
手
と
し
て
改
革
の
道
を
自
ら
切

り
開
い
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
地
方
が

自
ら
知
恵
と
力
で
地
域
を
運
営
す
る
と

い
う
、
自
立
性
の
高
い
地
域
づ
く
り
が

民
が
健
康
で
な
け
れ
ば
、
元
気
な
村
づ

く
り
は
実
現
出
来
ま
せ
ん
。「
健
康
長

寿
村
・
い
へ
や
」は
、村
民
一
人
一
人
が
、

心
身
と
も
に
健
康
で
幸
せ
な
状
態
（
健

倖
；
け
ん
こ
う
）
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
施
策
・

環
境
づ
く
り
を
更
に
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
度
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
包

括
的
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
の
た
め
に
も
、
保
健
（
予

防
）
の
視
点
か
ら
の
事
業
計
画
お
よ
び

医
療
費
・
介
護
給
付
費
の
削
減
を
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
部
市
町
村
会
、
県
立
北
部

病
院
、
北
部
地
区
医
師
会
病
院
の
統
合

問
題
も
県
の
指
導
の
も
と
着
々
と
進
ん

で
お
り
、
今
月
末
ま
で
に
は
合
意
に
至

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
合
意
が
出
来
次
第

村
民
へ
の
説
明
会
等
も
実
施
し
、
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
参
り
ま
す

の
で
後
し
ば
ら
く
時
間
を
下
さ
い
。

　

村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、「
第
四

次
伊
平
屋
村
総
合
計
画
」
を
基
に
村
民

の
融
和
を
図
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

伊
平
屋
村
が
目
指
す
将
来
像
「
島
に
住

む
幸
せ
、
島
で
働
く
笑
顔
、
交
流
す
る

島
の
活
力
」
”
生
き
る
幸
せ
が
実
感

で
き
る
島
”
の
実
現
に
向
け
て
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
村
民
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
決

意
で
あ
り
ま
す
。
平
成
31
年
４
月
30
日

を
も
っ
て
平
成
も
終
わ
り
、
５
月
１
日

か
ら
は
皇
位
継
承
に
よ
る
新
し
い
元
号

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
都
市

と
地
方
の
格
差
が
進
展
す
る
中
で
「
少

子
高
齢
化
」
に
伴
う
人
口
減
少
の
問
題

な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
沖
縄

県
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
も
折
り

返
し
点
を
過
ぎ
ま
し
た
。
同
ビ
ジ
ョ
ン

に
基
づ
く
沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金

の
活
用
に
よ
っ
て
、
社
会
基
盤
整
備
や

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
地
域
特
性
を
活

か
し
た
む
ら
づ
く
り
な
ど
一
定
の
成
果

を
収
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
平
成
33
年
度
ま
で
の

時
限
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
期
振
興

計
画
を
見
据
え
て
、
新
た
な
事
業
の
構

築
や
見
直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
「
地
域
の
公
共
性
を
自
ら
の
意
思
で

担
う
」
を
基
本
理
念
に
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
効
率
的
な
行
財
政

体
制
を
整
備
し
、
ま
た
人
的
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
て
議
会
と
行
政
の
連
携

を
緊
密
に
し
な
が
ら
地
方
自
治
の
本
旨

を
尊
重
し
村
の
振
興
発
展
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

人
は
誰
で
も
人
生
と
い
う
マ
ウ
ン
ド

に
立
っ
て
い
る
。
私
も
村
長
と
い
う
マ

ウ
ン
ド
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
マ

ウ
ン
ド
で
村
民
の
た
め
に
何
が
出
来
る

か
、
今
自
ら
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

平
成
31
年
第
３
回
伊
平
屋
村
議
会
の

開
会
に
当
た
り
、
村
政
運
営
に
当
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
村
民

は
じ
め
村
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

村
長
就
任
か
ら
３
期
９
年
余
り
が
経

過
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
間
公
約
実

現
の
た
め
「
村
民
と
と
も
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
村
経
済
、
文
化
、
教
育
、
福
祉
、

保
健
衛
生
、
環
境
、
海
と
空
の
二
大
交

通
網
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

本
村
に
於
い
て
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

「
伊
平
屋
島
観
光
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、

「
観
光
交
流
産
業
の
総
合
窓
口
」
と
し

て
民
泊
事
業
や
島
あ
っ
ち
ぃ
の
会
な

ど
、
観
光
客
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
商
工
会
と
連

携
し
、
さ
ら
な
る
躍
進
に
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

住
民
福
祉
で
は
、
高
齢
者
支
援
ハ
ウ

ス
（
と
ら
ず
園
）
機
能
強
化
に
努
め
入

所
者
の
皆
様
の
心
の
ケ
ア
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
。「
生
き
る
幸
せ

が
実
感
で
き
る
島
」
実
現
の
た
め
に
引

き
続
き
村
民
の
声
を
行
政
に
反
映
出
来

る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。
村

平成 31年度

施
政
方
針
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事
評
価
制
度
に
基
づ
く
職
員
管
理
の
実

施
と
そ
の
目
的
に
そ
っ
た
職
員
の
能
力

開
発
、
職
務
環
境
改
善
の
他
、
働
き
方

の
多
様
性
を
認
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
等「
働
き
方
改
革
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
２
は
、≪

産　

業≫

〝
活
力
み
な

ぎ
る
６
次
産
業
が
息
づ
く
島
〟
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

１　

島
の
た
か
ら
を
活
か
し
、
地
域
が

主
体
と
な
っ
た
観
光
・
交
琉

産
業
の
振
興

　

平
成
30
年
の
入
域
観
光
者
数
は
、
平

成
14
年
以
降
達
成
で
き
な
か
っ
た
２
万

人
の
大
台
を
昨
年
に
引
き
続
き
上
回

り
、21,885

人
の
方
が
本
村
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
観
光
客
の
総
合
窓
口
に
な

る
「
一
般
社
団
法
人　

伊
平
屋
島
観
光

協
会
」
の
受
入
体
制
の
充
実
や
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
対
応
し
た
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

（Free W
i-Fi

）
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
整
備
、
奥
尻
町
と
の
「
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
マ
ラ
ソ
ン
」
の
連
携
開
催
な
ど
に
よ

り
、県
内
外
に
お
け
る
本
村
の
知
名
度
・

認
知
度
向
上
が
徐
々
に
効
果
と
し
て
出

て
き
た
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
も
、
更
な
る
可
能
性
を

追
求
し
様
々
な
観
光
関
連
施
策
を
展
開

し
て
参
り
ま
す
。

　

観
光
・
交
流
産
業
振
興
の
課
題
は
、

観
光
と
各
種
産
業
と
の
連
携
・
連
動
し

た
事
業
な
ど
へ
の
取
組
は
十
分
に
進
ん

で
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
観
光
・
交
流
産
業
は
中
核
産
業
で

あ
る
と
の
認
識
を
一
に
し
、
観
光
協
会

及
び
商
工
会
主
導
に
よ
る
地
域
産
業
の

連
携
促
進
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

地
域
の
産
業
を
振
興
す
る
に
は
、
地

域
資
源
や
特
性
を
活
か
し
、
そ
の
優
位

性
が
発
揮
で
き
る
産
業
分
野
に
重
点
を

お
い
た
戦
略
的
な
振
興
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
29

年
度
か
ら
那
覇
市
タ
イ
ム
ス
ビ
ル
に
於

い
て
「
売
れ
る
商
品
作
り
」
を
目
的
に

「
伊
平
屋　

観
光
・
物
産
と
芸
能
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
他
産
業
と
の
連
携
強
化
を
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
観
光
・
交

流
産
業
を
中
心
に
、
関
連
産
業
の
積
極

的
な
育
成
と
新
事
業
の
創
出
を
図
り
、

村
内
経
済
効
果
の
向
上
に
向
け
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
の
発
展
を
目
指

し
ま
す
。

（1）
農
林
水
産
業
を
活
用
し
た
体
験
型
交

流
の
促
進

　

観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
で
交
流
人

口
を
増
大
し
、
観
光
関
連
分
野
で
の

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
農
林
水
産

業
、
製
造
業
等
地
場
産
業
と
の
連
携
を

強
化
す
る
な
ど
経
済
波
及
効
果
を
高
め

る
こ
と
で
Ｕ
タ
ー
ン
等
に
よ
る
定
住
人

口
の
増
大
を
図
り
ま
す
。
一
般
社
団
法

人
化
し
た
「
伊
平
屋
島
観
光
協
会
」
を

中
心
に
、
民
泊
事
業
を
は
じ
め
、
観

光
施
設
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
交
流

等
、
本
村
な
ら
で
は
の
「
観
光
と
農
林

水
産
業
と
の
連
携
」
を
推
進
し
、
教
育

旅
行
な
ど
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
観
光
・
交
流
事

業
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
や
多
彩
な
観

光
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
関
連
企

業
の
育
成
支
援
、
観
光
交
流
情
報
の
受

発
信
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

（2）
伊
是
名
村
及
び
今
帰
仁
村
と
の
連
携

に
よ
る
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興

　

本
村
の
み
の
観
光
誘
客
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
幸
い
、
本
村
と
伊
是
名
村

は
極
め
て
近
い
距
離
に
あ
り
、
ま
た
歴

史
や
文
化
等
に
お
い
て
も
共
通
点
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
両
村
の
「
歴
史
・
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
旅
行
商
品
開
発
等
を

連
携
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
進
め
て
い
る
伊
平
屋
村
・
伊

是
名
村
・
今
帰
仁
村
に
よ
る
三
村
連
携

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　

伊
平
屋
、
伊
是
名
間
を
つ
な
ぐ
架
橋

建
設
に
つ
い
て
は
、
伊
平
屋
・
伊
是
名

経
済
圏
と
し
て
の
効
果
は
多
大
な
も
の

が
あ
り
、
両
村
の
活
性
化
を
考
え
た
場

合
、
両
村
が
一
体
的
に
、
歩
調
を
合
わ

せ
、
早
期
に

実
現
で
き
る

よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り

ま
す
。

２　

く
ら
し
の
立
つ
農
林
水
産
業
の
振
興

　

本
村
の
農
林
水
産
業
は
、
地
域
経
営

資
源
を
活
用
し
た
基
幹
産
業
で
す
が
、

近
年
、
産
業
全
体
に
占
め
る
割
合
が
大

き
く
低
下
し
て
お
り
、か
つ
専
業
農
家
・

漁
家
に
あ
っ
て
も
き
わ
め
て
く
ら
し
の

立
ち
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
農
・
漁
業
は
、
産
業
基
盤
の

整
備
や
環
境
保
全
を
は
じ
め
、
経
営
感

覚
に
優
れ
た
生
産
者
・
団
体
の
育
成
、

生
産
性
の
向
上
等
を
推
進
し
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
安
全
・
安
心
で

良
質
な
農
村
資
産
物
の
安
定
供
給
と
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
く
ら
し
の
立
つ
観

光
交
流
産
業
と
連
動
し
た
農
林
水
産
業

の
振
興
に
取
組
み
ま
す
。

　

基
幹
作
目
で
あ
る
さ
と
う
き
び
、
米

に
つ
い
て
は
、
村
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と

共
に
協
議
を
し
な
が
ら
、
農
家
負
担
の

軽
減
、
生
産
の
向
上
、
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年

度
よ
り
実
施
し
て
い
る
伊
平
屋
村
製
糖

工
場
が
本
年
度
竣
工
の
予
定
で
あ
り
、

近
代
的
な
含
み
つ
糖
製
糖
施
設
の
整
備

に
よ
り
製
造
コ
ス
ト
の
低
減
、
製
品
の

品
質
及
び
衛
生
管
理
を
整
え
る
こ
と
に

よ
り
安
心
安
全
な
生
産
体
制
の
確
立
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
生
産

性
の
向
上
や
農
業
経
営
コ
ス
ト
の
軽
減

を
図
る
た
め
石
礫
の
除
去
、
農
業
用
水

の
安
定
的
供
給
等
に
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

平
成
31
年
度
は
、田
名
東
部
地
区（
石

礫
除
去5.3ha

）、
防
風
林
（345m

）、

沈
砂
池(

３
基
）
を
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
新
規
事
業
と
し
て
農
業
水
路
等
長

寿
命
化
防
災
減
災
事
業（
上
之
川
地
区
）

で
貯
水
池
及
び
附
帯
施
設
を
整
備
し
ま

す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

モ
ズ
ク
養
殖
や
ヤ
イ
ト
ハ
タ
養
殖
な
ど

の
養
殖
漁
業
に
加
え
、
マ
グ
ロ
漁
業
等

の
漁
船
漁
業
も
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
基
盤
と
な
る
漁
港
を
第
三
次
漁
港

整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、
伊
平
屋
漁
港

及
び
田
名
漁
港
を
随
時
整
備
し
て
い
き

ま
す
。
平
成
31
年
度
は
、田
名
漁
港（
航

路
浚
渫
、
用
地
・
道
路
舗
装
）
伊
平
屋

漁
港
（
浮
桟
橋
、
船
揚
場
改
良
、
用
地

舗
装
、
巻
上
機
）
等
を
整
備
し
ま
す
。

　

第
３
に
、≪

ひ　

と≫

　
〝
郷
土
愛

に
富
み
、夢
を
求
め
る
人
材
を
育
む
島
〟

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
の
教
育
は
、
離
島
で
あ
る
が
故

の
様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
新
し

い
島
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
人
材
の
育

成
を
優
先
課
題
と
し
て
、
生
涯
学
習
、

人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

検
証
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会

環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育

成
を
念
頭
に
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
活

動
・
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
社
会
・

行
政
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向
上
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を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
し
い

発
想
に
よ
る
教
育
環
境
の
整
備
、
交
流

に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
教

育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
教
育
方
針
」（
別
冊
）

で
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
４
に
、≪

く
ら
し≫
〝
心
と
体
が

み
た
さ
れ
る
島
〟
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　
〝
島
に
住
む
幸
せ
〟
を
実
現
す
る
に

あ
た
り
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
」
は
極
め
て
大
き
な
課
題

で
す
。
今
後
も
「
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
さ
ら
な
る
向
上
」
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
村
に
お
い
て
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
活
に
関
わ
る
相
互
扶

助
や
ま
つ
り
等
伝
統
文
化
の
維
持
な
ど

に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
課
し
て
い
ま

す
。
ひ
き
つ
づ
き
そ
の
強
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
若
者
世
代
が
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
・
育
て
ら
れ
る
環

境
の
整
備
・
充
実
を
図
り
、
社
会
的
流

出
に
歯
止

め
を
か
け

る
施
策
に

取
り
組
ん

で
い
き
ま

す
。

１　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

環
境
づ
く
り

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。特
に
出
産
に
つ
い
て
は
、

島
外
に
通
院
・
滞
在
す
る
な
ど
、
離
島

ゆ
え
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
こ
と
か
ら
検

診
時
の
通
院
に
係
る
経
費
の
助
成
、
出

産
に
伴
う
滞
在
費
の
一
部
助
成
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

母
子
父
子
・
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
「
伊
平
屋
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
書
（
て

る
し
の
子
育
て
プ
ラ
ン
）」
に
基
づ
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村

づ
く
り

　

村
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
間
性

を
育
み
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く

と
共
に
、
村
民
皆
で
子
ど
も
や
若
者
を

育
成
・
支
援
し
、
年
齢
や
障
が
い
の
有

無
等
に
か
か
わ
り
な
く
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
共
生
社
会
」
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

(1)
元
気
で
活
き
活
き
と
し
た
高
齢
者
福

祉
の
向
上

 

本
村
の
屋
台
骨
を
こ
れ
ま
で
築
き
上

げ
て
き
た
高
齢
者
が
、
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
生
き
甲
斐
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
若

い
世
代
や
子
ど
も
達
と
の
世
代
間
交
流

や
、
自
助
・
公
助
・
共
助
の
力
で
高
齢

者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を
実
施
し
、

安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
・
生
ま
れ

島
で
老
後
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
と
ら
ず
園
」
に

つ
い
て
は
、
伊
平
屋
村
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
連
携
の
も
と
、
介
護
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
充
実
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
の
生
き
が
い
活
動
や
見
守
り
体
制
の

充
実
を
図
り
、
地
域
の
中
で
も
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
し
つ
づ
け
ら
れ
る
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

(2)
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
暮
ら
し
や
す

い
社
会
環
境
づ
く
り

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た
い
と

い
う
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
願
い
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
に
、
生

活
上
の
様
々
な
困
り
ご
と
か
ら
発
生
す

る
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
、
き
め
細
か
な
支
援
体
制
が

無
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ

る
方
が
安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る

社
会
を
目
指
し
、
権
利
擁
護
と
障
が
い

の
あ
る
方
も
無
い
方
も
共
存
し
暮
ら
し

や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き

「
と
も
に
支
え
合
い
、
働
く
喜
び
・
生

き
る
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
村
」
の
実
現
を

目
指
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

３　

医
療
体
制
の
充
実

　

全
国
的
に
医
師
不
足
が
問
題
に
な
る

中
、
伊
平
屋
村
内
の
沖
縄
県
北
部
病
院

伊
平
屋
診
療
所
と
村
立
歯
科
診
療
所
で

は
医
師
の
確
保
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
県
立
北
部
病

院
と
北
部
地
区
医
師
会
病
院
の
統
合
に

よ
る
基
幹
病
院
整
備
方
針
が
出
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
そ

の
動
向
に
注
視
し
、
私
た
ち
離
島
地
域

医
療
の
更
な
る
充
実
が
図
れ
る
よ
う
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
村
内
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
と
同
時
に
住
民
健
診
の
受
診
率

の
向
上
を
図
り
、
村
民
の
健
康
増
進
と

疾
病
予
防
の
啓
蒙
及
び
そ
の
対
策
に
努

め
ま
す
。

　

歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
に
設
備
の
老
朽
化
に
伴
い
改
修
を

行
い
ま
し
た
。
歯
科
医
師
の
定
住
に
よ

る
口
腔
外
科
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
村
民
の
歯
科
疾
患
の

予
防
・
治
療
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（1）
地
域
を
挙
げ
た
健
康
づ
く
り

　
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
は
幸
せ
な
人

生
の
条
件
で
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
て
の
村
民
が
健
や
か
に
生
活
す

る
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
、
健
康

な
生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

幸
い
、
本
村
に
お
い
て
村
民
自
ら
が

発
案
実
施
し
て
い
る
大
変
す
ば
ら
し
い

取
組
も
あ
り
ま
す
。子
ど
も
か
ら
大
人
・

高
齢
者
ま
で
世
代
間
交
流
を
実
践
し
て

い
る
「
区
民
の
日
」（
６
月
23
日
）
事

業
は
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
大
変
心

強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ

の
取
組
み
を
さ
ら
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

４　

海
上
・
陸
上
交
通
等
の
利
便
性
向

上
と
空
の
交
通
の
早
期
開
設

　

離
島
伊
平
屋
村
の
振
興
を
考
え
る
上

で
、
大
き
な
課
題
の
一
つ
に
は
交
通
ア

ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

船
舶
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
リ
ー
い
へ

や
Ⅲ
も
、
就
航
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、

就
航
率
、
旅
客
数
、
航
送
車
輌
数
・
貨

物
量
、
共
に
順
調
に
そ
の
成
果
が
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
伊
平
屋
島
観
光
協
会

が
展
開
す
る
民
泊
事
業
の
営
業
努
力
の

成
果
に
よ
り
、
予
約
校
、
生
徒
数
共
に

増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
航

送
コ
ス
ト
負
担
軽
減
事
業
導
入
後
は
、

住
民
が
島
外
へ
の
移
動
や
諸
用
も
容
易

と
な
り
、
貨
物
運
送
に
つ
い
て
も
、
大

型
公
共
工
事
に
伴
う
利
用
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
各
機
関
と
連

携
を
密
に
利
用
向
上
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

陸
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や

交
通
弱
者
、
日
常
的
利
用
者
の
移
動
手
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段
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
近
年
で
は
観
光
客
の
利
用
者
も
わ

ず
か
な
が
ら
で
は
有
り
ま
す
が
、
増
加

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
交
通
弱
者
や
観

光
客
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県

へ
早
期
認
可
申
請
を
要
請
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
村
で
は
、沖
縄
県
、

北
部
市
町
村
会
、
北
部
振
興
会
、
伊
平

屋
村
、
伊
是
名
村
一
丸
と
な
っ
て
、
早

期
開
港
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

第
５
に
、≪

環　

境≫

〝
豊
か
な
自

然
を
守
り
育
て
る
島
〟
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
本
村
に
残
る
手
付
か
ず

の
自
然
環
境
と
す
ば
ら
し
い
景
観
を
大

事
な
「
島
の
た
か
ら
」
と
し
て
守
り
育

み
、
次
の
世
代
に
残
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
村
民
の
生
活
向
上

と
「
島
の
た
か
ら
」
で
あ
る
自
然
・
景

観
の
保
全
・
保
育
の
バ
ラ
ン
ス
を
村
民

全
体
で
考
え
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境

を
守
る
意
識
の
啓
発
や
、
環
境
に
や
さ

し
い
生
活
の
推
進
（
ゴ
ミ
の
分
別
等
）

美
し
い
景
観
づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

１　

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

　

本
村
の
最
大
の
宝
は
“
島
の
自
然

で
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
を
劣
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
陸
域
・
海
浜
環
境
の
保
全
、

自
然
環
境
の
適
正
利
用
、
さ
ら
に
は
、

本
村
ら
し
い
自
然
環
境
の
再
生
を
推
進

し
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
本

土
復
帰
後
急
速
に
進
ん
だ
各
種
基
盤
整

備
事
業
に
よ
り
本
村
の
自
然
環
境
に
か

な
り
の
負
荷
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
環

境
協
力
税
や
美
ら
島
応
援
寄
付
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）
等
を
活
用
し
た
環
境
美

化
活
動
等
を
と
お
し
て
、
広
く
村
民
や

来
島
者
に
自
然
環
境
保
全
思
想
の
普
及

を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
自

然
と
人
間
社
会
の
共
存
し
た
関
係
（
里

山
、
里
海
の
時
代
）
を
築
く
た
め
、
環

境
収
容
能
力
の
考
え
の
も
と
、
自
然
環

境
を
適
正
に
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
保
全
型
自
然

体
験
活
動
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）、
農

山
漁
村
体
験
・
滞
在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

を
推
進
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
と
調
和
し
た
農
林
水
産
業

に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
自
然
循

環
機
能
の
推
持
増
進
と
離
島
の
持
つ

豊
か
で
美
し
い
環
境
の
保
全
を
図
る

な
ど
、
環
境

と
調
和
し
た

農
林
水
産
業

を
促
進
し
ま

す
。

２　

美
し
い
景
観
の
整
備

　

本
村
を
、
地
域
住
民
が
活
き
活
き
と

誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
豊
か
で
住
み

よ
い
地
域
と
し
、
ま
た
訪
れ
る
方
に
も

開
か
れ
た
地
域
と
す
る
た
め
に
は
、
景

観
や
自
然
環
境
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地

域
住
民
や
団
体
な
ど
に
よ
る
集
落
機
能

の
活
性
化
を
図
り
、
美
し
い
村
づ
く
り

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
付
か
ず

の
美
し
い
自
然
環
境
や
田
園
景
観
、
昔

な
が
ら
の
伝
統
的
な
家
並
み
等
伊
平
屋

ら
し
い
景
観
・
風
景
・
風
土
を
次
世
代

に
守
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
花
と
緑
に
あ

ふ
れ
る
潤
い
の
あ
る
地
域
を
形
成
す
る

た
め
に
、
継
続
的
に
景
観
・
風
景
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、
米
崎
海
浜
公
園
に
お
い
て
は
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
事
業
で
の
緑

化
整
備
を
終
え
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

海
浜
景
観
の
保
全
や
緑
陰
機
能
の
向
上

へ
向
け
て
の
緑
化
活
動
を
行
え
る
体
制

づ
く
り
を
強
化
し
「
原
風
景
の
郷
」
を

村
内
外
に
広
くPR

し
て
い
き
ま
す
。

３　

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

　

伊
平
屋
村
特
有
の
自
然
環
境
の
大
切

さ
を
地
域
住
民
で
共
有
し
、
こ
の
環
境

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
自
然

環
境
保
全
と
社
会
経
済
活
動
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
社
会
構
築
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

村
内
４
処
理
施
設
の
内
、伊
平
屋
地
区
・

田
名
地
区
・
島
尻
地
区
の
処
理
場
の
機

能
強
化
整
備
を
終
了
し
残
り
野
甫
地
区

の
採
択
へ
向
け
国
・
県
へ
要
請
し
て
い

く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
水
洗
化
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
快
適

な
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

水
道
広
域
化
へ
向
け
新
浄
水
場
の
位
置

決
定
が
行
な
わ
れ
平
成
30
年
度
は
土
質

調
査
等
の
業
務
が
実
施
さ
れ
引
き
続
き

平
成
31
年
度
は
新
浄
水
場
の
建
築
及
び

調
整
池
の
建
築
設
計
業
務
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
沖
縄
県
が
行
う

広
域
化
の
取
り
組
み
に
協
力
し
、
基
本

計
画(

水
道
ビ
ジ
ョ
ン)

を
基
に
、
維

持
管
理
等
の
コ
ス
ト
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
よ
り
一
層
の
経
営
改
善
に
取
り

組
み
、
安
心
・
安
全
な
水
の
供
給
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
排
出
さ
れ
る

廃
棄
物
を
減
少
さ
せ
、
快
適
で
衛
生
的

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
廃
棄
物
処
理
の
コ
ス
ト
削
減
に
取

り
組
み
、
環
境
教
育
の
推
進
と
住
民
の

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
意
識
の
啓
発
に
努
め

ま
す
。

　

生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、「
平
成
29
年

度
伊
平
屋
村
生
ゴ
ミ
等
循
環
型
資
源
活

用
検
討
委
員
会
報
告
書
」
の
提
言
に
基

づ
き
、
生
ゴ
ミ
の
回
収
・
処
理
・
堆
肥

化
の
具
現
化
を
図
り
、
地
域
美
化
等
に

還
元
で
き
る
堆
肥
化
を
促
進
し
、
循
環

型
の
資
源
活
用
と
環
境
保
全
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

Ⅲ　

お
わ
り
に

　

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
度
の
村
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
所
信
の
一

端
を
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

厳
し
い
財
政
の
も
と
、〝
入い

る
を
量
り

て　

出い

ず
る
を
制
す
〟
の
財
政
規
律
を

基
本
に
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
限
ら
れ
た
予
算
を

最
大
限
に
活
用
し
、
第
四
次
伊
平
屋
村

総
合
計
画
の
村
づ
く
り
基
本
目
標
の
実

現
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の

皆
様
の
ご
指
導
と
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、２
０
１
９（
平

成
31
）
年
度
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
３
月
８
日

伊
平
屋
村
長　

伊 

礼 

幸 

雄
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は　

じ　

め　

に

　　

伊
平
屋
村
は
、
沖
縄
県
の
最
北
端
に

位
置
し
、
素
朴
で
自
然
豊
か
な
島
で
あ

る
。
歴
史
的
に
は
、
古
生
代
に
さ
か
の

ぼ
る
島
の
生
い
立
ち
や
、
万
葉
の
世
界

に
通
ず
る
天
照
大
御
神
伝
説
「
ク
マ
ヤ

洞
窟
由
来
」
が
あ
る
。
ま
た
、
祖
先
崇

拝
や
万
の
神
様
「
ウ
タ
キ
」
崇
拝
等
の

祭
祀
を
司
る
祝
女
の
存
在
は
、
県
内
有

数
の
神
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
由
縁
で

あ
る
。

　

村
民
は
、豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

の
ん
び
り
し
た
生
活
空
間
を
創
造
し
な

が
ら
、
強
い
絆
と
温
か
い
人
情
を
育
ん

で
生
き
て
い
る
。
こ
の
様
な
人
々
の
生

活
と
連
動
し
た
郷
土
の
伝
統
文
化
「
ウ

ン
ジ
ャ
ミ
・
ウ
シ
デ
ー
ク
・
豊
年
祭
」

等
は
、
文
化
的
価
値
が
高
く
、
本
村
の

誇
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
豊
か
さ
と
便
利
さ
を
求

め
る
時
代
の
波
に
押
し
流
さ
れ
、
年
々

人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
現

状
は
、
島
で
生
き
る
村
民
一
人
一
人
が

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
児
童
・
生
徒

は
、
高
校
進
学
と
同
時
に
島
を
離
れ
て

い
く
宿
命
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
今
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
激
し

く
、
わ
が
国
を
は
じ
め
世
界
中
の
人
々

に
自
然
界
は
容
赦
な
く
、
未
曾
有
の
悲

し
み
を
与
え
続
け
て
い
る
。
自
然
を
侮

り
、
人
間
の
知
恵
で
万
物
克
服
可
能
と

言
う
過
信
は
、
自
然
界
に
通
用
し
な
い

現
実
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
人
間
は
、
利
便
性

や
物
欲
追
求
に
お
ぼ
れ
る
こ
と
無
く
、

自
然
と
向
き
合
い
、
適
度
の
不
自
由
さ

を
守
り
、
自
然
と
人
間
と
の
共
存
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
等
、
つ
ま
り
「
心
」

の
時
代
を
、
強
く
考
え
る
時
宜
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
人
間
と
し
て
、
社
会
人
と
し

て
力
強
く
生
き
る
た
め
の
学
校
教
育

は
、確
か
な
知
力「
学
力
」を
身
に
つ
け
、

利
他
の
精
神
を
持
ち
、
急
激
な
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
創
造
性
・
国
際
性

豊
か
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を

胸
に
、
郷
土
の
文
化
継
承･

発
展
へ
の

一
翼
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
、
島
発
ち
教
育
の
礎
で
あ

る
。
県
内
は
も
と
よ
り
広
く
国
際
社
会

に
雄
飛
し
、
併
せ
て
、
島
の
未
来
を
創

造
で
き
る
教
育
を
強
力
に
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、高
齢
社
会
の
伸
展
に
伴
い
、

生
涯
学
び
続
け
る
生
き
方
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
を
し
、
老
い
も
若
き
も
支

え
合
う
活
力
に
満
ち
た
地
域
活
動
を
推

進
し
、「
安
心
・
安
全
・
平
和
」
な
村

民
主
体
の
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
様
な
視
点
に
立
ち
、
村
教
育
委

員
会
は
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
に
則
り
、

新
し
い
学
習
指
導
要
領
及
び
、
本
県
教

育
主
要
施
策
、
伊
平
屋
村
学
校
教
育
要

覧
、
伊
平
屋
村
総
合
計
画
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
平
成
３
１
年
度
の
本
村
教
育

施
策
を
定
め
る
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日

伊
平
屋
村
教
育
委
員
会

[

基
本
方
針]

　

伊
平
屋
村
は
、
村
民
及
び
幼
児
児
童

生
徒
の
個
性
を
尊
重
し
、
国
・
県
及
び

郷
土
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
誇
り
を

持
ち
、
創
造
性
・
国
際
性
豊
か
な
人
材

の
育
成
と
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
涯

学
習
の
振
興
を
期
し
て
、
次
の
教
育
施

策
を
推
進
す
る

[

教
育
目
標]

○
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
を
身
に
つ
け
、

自
ら
学
び
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
、

個
性
溢
れ
、
創
造
性
豊
か
な
幼
児
児
童

生
徒
を
育
成
す
る

○
平
和
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成

者
と
し
て
、
郷
土
を
愛
し
、
郷
土
文
化

の
継
承
発
展
に
寄
与
し
、
創
造
性
・
国

際
性
豊
か
で
、
情
報
社
会
に
適
応
で
き

る
心
身
共
に
健
全
で
、
人
間
性
豊
か
な

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

確
か
な
学
力
の
確
立

　

○
分
か
る
授
業
の
充
実　

〇
教
職
員

研
修
（
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
）
の
充
実

　

○
読
書
習
慣
の
充
実　

○
授
業
と
連

動
し
た
宿
題
の
日
常
化　

○
学
習
規
律

の
徹
底　

○
生
活
リ
ズ
ム
の
徹
底　

○

伝
統
文
化
学
習
の
日
の
充
実　

○
地
域

資
源
活
用
充
実
○
て
る
し
の
塾
・
東
大

塾
の
推
進　

○
島
発
ち
教
育
推
進
事
業

の
取
組　

〇
小
学
校
英
語
教
育
の
充
実

強
化　

〇
道
徳
教
育
の
充
実
強
化

　

(2)　

心
の
教
育
の
充
実

　

○
あ
い
さ
つ
の
徹
底　

○
話
す
・
聞

く
態
度
の
育
成　

○
片
付
け
掃
除
習
慣

　

○
時
間
の
け
じ
め
習
慣　

○
み
な
り

服
装
の
徹
底　

○
危
機
管
理
能
力
の
徹

底
　

(3)　

た
く
ま
し
い
体
を
育
む
教
育
の

充
実

　

○
運
動
部
活
動
の
強
化　

○
健
康
教

育
の
日
常
化　

○
安
全
意
識
の
日
常
化

　

〇
徒
歩
通
学
、
自
転
車
通
学
の
奨
励

　

○
衛
生
管
理
・
教
育
の
日
常
化　

○

栄
養
バ
ラ
ン
ス
教
育
の
日
常
化　

　

(4)　

食
育
の
推
進

　

○
偏
食
追
放
運
動　

○
栄
養
教
育
の

充
実　

○
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
徹

底　

○
嗜
好
品
摂
取
に
つ
い
て
の
周
知

　

(5)　

特
別
支
援
教
育
の
充
実

　

○
校
内
委
員
会
活
性
化
の
支
援　

〇

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
向
上
（
研

修
）　

〇
個
性
支
援　

○
相
互
理
解　

○
発
達
支
援　

○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
支
援

　

○
講
演
会
の
充
実

村
民
を
育
成
す
る

○
村
民
の
連
帯
感
を
育
み
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
・
行
政
の
相
互
連
携
の

も
と
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
得
る
教

育
の
方
法
を
追
求
し
、
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
生
涯
学
習
社
会
を
形
成
す
る

　

教
育
主
要
施
策
の
要
点

　

本
村
に
お
け
る
教
育
は
、
国
及
び
県

の
教
育
施
策
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
村

独
自
の
教
育
課
題
を
明
確
に
し
て
、
各

施
策
の
具
体
的
取
組
を
展
開
す
る
。

１　

学
校
教
育
の
充
実

　

幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
学

ぶ
意
欲
を
持
ち
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
活
動

を
展
開
す
る
。
特
に
、
知
力
を
高
め
る

た
め
の
教
員
の
研
修
支
援
、
保
護
者
と

の
連
携
強
化
、
地
域
人
材
活
用
等
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
。
さ

ら
に
、
学
校
環
境
の
整
備
の
充
実
と
郷

土
文
化
の
継
承
・
発
展
及
び
ス
ポ
ー
ツ

文
化
の
充
実
を
図
る
。

平成 31年度

伊
平
屋
村
教
育

　
　
　

主
要
施
策
の
要
点
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の
充
実

　

(3)　

教
職
員
等
の
労
働
環
境
の
改

善
・
充
実
管
轄

　

(4) 

「
伊
平
屋
村
教
育
の
日
」
の
制
定

の
伴
う
教
育
活
動
の
普
及
・
啓
発

７　

国
際
社
会
・
情
報
社
会
へ
の
対
応

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度
情
報
社
会
の

中
で
、
広
い
視
野
で
社
会
の
流
れ
を
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
村
民
の
意
識
改

革
を
図
る
。特
に
、学
校
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
提
供
し
、
児
童

生
徒
ら
と
共
に
国
際
性
豊
か
な
村
民
を

目
指
す
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

国
際
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進

　

○
小
中
連
携
英
語
学
習　

〇ALT

活
用
英
語
教
室　

○
海
外
短
期
留
学
支

援　

○IED
CP(Iheya English D

ay 
Cam
p Program

)

の
開
催　

○
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

(2)　

情
報
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進

　

○ICT

教
育
の
充
実　

○
教
育
用
ソ

フ
ト
整
備

ト
ー
に
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多

様
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
。
学
校
教

育
及
び
社
会
教
育
と
連
携
し
て
、
生
き

る
楽
し
さ
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
村
民

の
意
識
改
革
を
図
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
整

備
　

○
村
ま
つ
り
支
援　

○
長
寿
学
園
等

開
設
支
援　

○
公
民
館
活
動
支
援　

○

友
愛
と
健
康
の
広
場
、
村
民
体
育
館
等

施
設
活
用
推
進

　

(2)　

村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
学
習

機
会
の
充
実

　

○
民
俗
芸
能
教
室
開
設
推
進　

○
ラ

ジ
オ
体
操
充
実

　

(3)　

活
力
あ
る
生
活
空
間
の
創
造
推

進
　

○
音
楽
鑑
賞　

○
芸
術
鑑
賞　

○
映

画
鑑
賞　

○
ス
ポ
ー
ツ
体
験　

○
農
業

実
践
発
表　

○
海
浜
体
験
発
表

６　

教
育
行
政
の
充
実

　
「
人
材
は
資
源
で
あ
る
」
こ
と
は
永

遠
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
課
題
を
解
決

す
べ
き
教
育
行
政
に
は
責
任
と
実
行
力

の
あ
る
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
村
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
多
様

な
施
策
と
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
学
校

教
育
の
充
実
・
社
会
教
育
の
充
実
等
、

地
域
社
会
へ
開
か
れ
た
教
育
行
政
を
推

進
す
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

教
育
施
策
推
進
体
制
の
充
実

　

(2)　

教
育
委
員
会
及
び
事
務
局
体
制

充
実

４　

文
化
の
継
承
・
発
展

　

本
村
文
化
の
殿
堂
と
し
て
「
歴
史
民

俗
資
料
館
」
の
充
実
強
化
を
図
り
、
文

化
セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
ア
ー
ト
の
発
信

基
地
に
な
り
う
る
機
能
化
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
本
村
で
育
ん
だ
郷
土
文
化
を

大
人
か
ら
青
年
へ
、
青
年
か
ら
児
童
生

徒
へ
受
け
継
ぐ
指
導
支
援
を
図
る
。
各

区
子
ど
も
会
等
の
活
動
支
援
を
強
化
す

る
。
さ
ら
に
、
学
校
行
事
等
へ
の
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
充
実
発
展
を
目
指

す
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

文
化
財
の
保
護
と
活
用

　

○
有
形
・
無
形
文
化
財
指
定　

〇
歴

史
文
化
基
本
構
想
実
施
計
画
の
取
り
組

み　

○
文
化
財
分
布
図
の
作
成　

○
埋

蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
・
保
存
・
保
護

推
進

　

(2)　

文
化
施
設
（
民
俗
資
料
館
）
の

活
用

　

○
民
俗
資
料
館
の
学
校
利
用
推
進　

○
民
俗
資
料
館
事
業
推
進　

　

(3)　

文
化
芸
術
活
動
の
推
進

　

○
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
日
常
化　

○
諸

教
室
開
設
推
進　

○
諸
展
示
会
開
催
推

進　

○
文
化
啓
蒙
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
位
置
づ
け　

○
島
く
と
ぅ

ば
の
保
存
継
承
（
島
く
と
ぅ
ば
大
会
の

実
施
）

５　

生
涯
学
習
の
充
実

　

人
は
「
生
涯
学
習
者
で
あ
る
」
を
モ
ッ

　

(3)　

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
教
育

　

○
諸
講
座
開
設　

○
サ
ー
ク
ル
活
動
奨

励　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励

　

(4)　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

○
村
民
体
育
の
日
推
進　

○
ラ
ジ
オ

体
操
充
実　

〇
ニ
ー
ズ
に
合
う
ス
ポ
ー

ツ
の
奨
励　

○
海
浜
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励

　

(5)　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

○
運
動
部
活
動
の
活
性
化
支
援        

　

○
村
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催　

○
島
外

大
会
参
加
推
進　

３　

青
少
年
の
健
全
育
成

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

を
基
本
と
し
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
・
行
政
と
の
密
接
な
連
携
強
化
を
図

る
。
ま
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
る
家
庭
教
育
力
の
高
揚
を

図
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

地
域
活
動
・
体
験
活
動
の
充
実

　

○
各
字
行
事
参
加
支
援　

○
子
供
会

活
動
支
援　

〇
伝
統
文
化
学
習
の
日
の

支
援

　

(2)　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の

相
互
連
携
協
力

　

○
あ
い
さ
つ
運
動
の
周
知
徹
底
支
援

　

○
６
３
０
運
動
の
日
常
化
支
援　

○

お
手
伝
い
運
動
奨
励　

○
家
庭
学
習
周

知
徹
底
支
援　

〇
夏
休
み
親
子
教
室　

〇
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
」
の
充
実　

〇

「
弁
当
の
日
」
の
実
践　

〇
「
や
ー
な

れ
ー
運
動
」
の
推
進

　

(3)　

島
発
ち
後
の
自
立
支
援
活
動

　

〇
高
校
生
支
援
事
業
及
び
激
励
会
の

　

(6)　

幼
児
教
育
の
充
実

　

○
し
つ
け
の
徹
底　

○
生
活
リ
ズ
ム

の
徹
底　

○
個
性
の
伸
張　

○
自
立
支

援　

〇
保
幼
小
中
連
携
の
推
進

　

(7)　

個
性
を
大
切
に
す
る
教
育
の
推
進

　

○
体
験
・
経
験
・
観
察
学
習
支
援　

○
環
境
整
備
支
援　

○
文
化
活
動
支
援

　

○
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
支
援　

〇
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

　

(8)　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
支
援
と
Ｈ

Ｐ
の
充
実　

○
地
域
人
材
活
用
支
援　

○
地
域
連
携
支
援　

〇
学
校
評
価
の
充

実　

○
安
心
・
安
全
・
平
和
な
教
育
環

境
整
備
支
援　

２　

社
会
教
育
の
充
実

　

村
民
一
人
一
人
が
社
会
の
形
成
者
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
負
い
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
の
日
常
化
を
図

る
。
特
に
、
青
年
会
・
婦
人
会
・
老
人

会
・
子
ど
も
会
等
社
会
教
育
団
体
の
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
社
会
教
育
指
導

者
育
成
等
の
支
援
を
す
る
。

［
取
組
内
容
］

　

(1)　

社
会
教
育
基
盤
の
整
備
・
充
実

　

○
離
島
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設
の

充
実　

○
学
校
施
設
開
放
の
充
実

　

(2)　

家
庭
教
育
機
能
の
充
実

　

〇
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立　

○
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
奨
励　

〇
徒

歩
通
学
・
自
転
車
通
学
奨
励　

○
時
間

の
け
じ
め
推
進　

○
あ
い
さ
つ
・
身
な

り
・
片
付
け
習
慣
の
奨
励　

〇
家
庭
の

日
設
定
奨
励　

〇
読
み
聞
か
せ
奨
励
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平成 31年度一般会計予算 総額　59億 5,572 万円
◆本年度予算の特徴◆

　一般会計の予算総額は、5,955,721 千円で対前年比 2,105,653 千円、54.7％の増額となった。

　歳入を構成比でみると、地方税 1.4％、地方交付税 19.6％、国・県支出金 60.4％、村債 9.0％となっており、

依存財源が 89.7％を占め、国の施策に大きく影響を受ける歳入構造となっている。

　歳出を性質別前年比でみると、人件費 3,703 千円（0.7％）、物件費 38,462 千円（6.6％）、維持補修費 3,835

千円（18.2％）、普通建設補助事業費 2,012,895 千円（105.6％）、普通建設単独事業費 25,388 千円（76.8％）

等は増額し、扶助費△ 7,501 千円（△ 8.5％）等は減額となっている。新製糖工場建設等により投資的経費が

67.2％を占めている。

　予算編成にあたっては大型公共工事発注の中、新たな財源の確保に努め、最大限の効果が発揮できるよう内部各

経費等を精査し決定した。 

歳　入 （単位：千円、％）

区 分 本年度予算 構 成 比

自

主

財

源

村税 82,269 1.4

分担金及び負担金 297,977 5.0

使用料及び手数料等 36,116 0.6

財産収入 6,444 0.1

寄附金 18,525 0.3

繰越金・繰入金 127,030 2.1

諸収入 45,778 0.8

小　　計 614,139 10.3

依

存

財

源

地方譲与税 19,119 0.3

交付金等 26,836 0.5

地方交付税 1,166,940 19.6

国・県支出金 3,595,481 60.4

村債 533,206 9.0

小　　計 5,341,582 89.7

歳入合計 5,955,721 100

歳出（性質別） （単位：千円、％）

区 分 本年度予算 比 較 伸 率 構 成 比

消
費
的
経
費

人件費 562,145 3,703 0.7 9.4

物件費 619,411 38,463 6.6 10.4

維持補修費 24,961 3,835 18.2 0.4

扶助費 80,301 △ 7,501 △ 8.5 1.3

補助費 355,040 28,820 8.8 6.0

小　　計 1,641,858 67,320 4 27.6

投
資
的
経
費

補助事業費 3,919,346 2,012,898 105.6 65.8

単独事業費 58,453 25,383 76.8 1.0

その他 2,250 △ 4,950 △ 68.8 0.0

災害復旧費 22,706 21,998 3,107.1 0.4

小　　計 4,002,755 2,055,329 105.5 67.2

そ
の
他
の
経
費

公債費 214,094 △ 14,543 △ 6.4 3.6

積立金 1,126 0 0.0 0.0

投資及び出資金 0 0 0.0 0.0

繰出金 91,888 △ 2,453 △ 2.6 1.5

予備費 4,000 0 0.0 0.1

小　　計 311,108 △ 16,996 △ 5.2 5.2

合　　計 5,955,721 2,105,653 54.7 100
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平成 31年度特別会計予算 総額　９億 9639万円

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

国民健康保険税 17,355 16,851 504
繰越金 1 0 1
諸収入 16 0 16
国・県支出金 148,392 183,680 △ 35,288
療養給付費交付金 0 0 0
前期高齢者交付金 0 0 0
共同事業交付金 0 0 0
他会計繰入金 22,249 41,011 △ 18,762

合　　計 188,013 241,542 △ 53,529

♦国民健康保険事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
総務費 4,353 4,017 336
保険給付費 131,896 190,765 △ 58,869
国民健康保険事業費納付金 45,581 40,645 4,936
老人保健・共同事業拠出金 2 5 △ 3
保険事業費 6,171 6,110 61
後期高齢者支援金 0 0 0
前期高齢者・介護納付金等 0 0 0
保健施設費 0 0 0
諸支出金・繰上充用金 10 0 10
予備費 0 0 0

合　　計 188,013 241,542 △ 53,529

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

使用料及び手数料 39,797 39,635 162
繰越金 1 1 0
諸収入 3 3 0
国・県支出金 80,000 74,300 5,700
他会計繰入金 30,751 21,640 9,111
村債 47,400 37,800 9,600

合　　計 197,952 173,379 24,573

♦水道事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
総務費 175,213 149,458 25,755
公債費 22,737 23,919 △ 1,182
繰上充用金 1 1 0
予備費 1 1 0

合　　計 197,952 173,379 24,573

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

使用料及び手数料 12,337 12,356 △ 19
繰越金 1 1 0
諸収入 3 3 0
国・県支出金 0 36,000 △ 36,000
他会計繰入金 34,220 34,359 △ 139
村債 74,600 35,000 39,600

合　　計 121,161 117,719 3,442

♦農業集落排水事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
総務費 104,685 102,270 2,415
公債費 16,474 15,447 1,027
予備費 1 1 0
繰上充用金 1 1 0

合　　計 121,161 117,719 3,442

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

施設使用収入 2,457 2,453 4
繰越金 1 1 0
諸収入 1,807 1,807 0
他会計繰入金 1 1 0

合　　計 4,266 4,262 4

♦港湾整備事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
事業費 4,266 4,262 4
公債費 0 0 0

合　　計 4,266 4,262 4

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

後期高齢者医療保険料 6,488 6,480 8
使用料及び手数料 0 1 △ 1
繰越金 0 1 △ 1
諸収入 1 4 △ 3
他会計繰入金 4,667 5,286 △ 619

合　　計 11,156 11,772 △ 616

♦後期高齢者医療
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
後期高齢者医療広域
納付金

11,154 11,770 △ 616

諸支出金 2 2 0
合　　計 11,156 11,772 △ 616

歳　　入
款 本年度予算額 前年度予算額 比　較

運航収益 267,890 244,946 22,944
雑収入・その他 3,699 2,316 1,383
離島航路補助金 81,736 97,588 △ 15,852
他会計繰入補助 96,520 90,497 6,023
企業債 0 0
補助金 24,000 25,000 △ 1,000

合　　計 473,845 460,347 13,498

♦船舶運航事業
歳　　出

款 本年度予算額 前年度予算額 比　較
運航費用 385,004 379,331 5,673
営業費用 88,541 80,716 7,825
予備費 300 300 0
建設改良費 0 0 0
企業債償還金 0 0 0

合　　計 473,845 460,347 13,498
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※申込みは先着順の受付とし、定員になり次第締め切らせて頂きます。

※受講者が少ない場合は、中止又は延期になる場合があります。予めご了承下さい。

※顔写真２枚（縦３ｃｍ×横 2.4ｃｍ）必要となりますのでお申し込み時に提出して下さい。

※受付後の申込書と受講料はお返しいたしません。講習日程の振替も行いませんので、

　キャンセルや遅刻、欠席をしないようご注意下さい。

お問い合わせ先
　（一社）沖縄県労働基準協会　北部支部
　名護市宇茂佐の森 5-2-7（北部会館４階）
　ＴＥＬ　0980-54-4700
　ＦＡＸ　0980-52-7004

講 習 会 名 受 講 料 定 員 日 時 会 場 備 考

安全衛生推進者
養成講習

￥12,204
（テキスト代込）

40 名
4/18（木）  9:00 ～ 12:10
4/19（金）  9:00 ～ 17:00

北部会館３階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）

10 人以上 50 人未満の労
働者を使用する事業場

酸素欠乏・硫化
水素危険作業主
任者技能講習

￥16,200
（テキスト代込）

40 名

学科
　4/23（火）  9:00 ～ 17:00
　4/24（水）10:00 ～ 17:00
実技
　4/25（木）  9:00 ～ 16:00

北部会館３階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）

酸素欠乏や硫化水素中毒
が発生しやすい現場の作
業に労働者を就かせる場
合には本講習を修了した
者のうちから作業主任者
を選任し、関係労働者を
直接指揮等させなければ
ならない。

玉掛け技能講習

免除有
￥25,405

（テキスト代込）
免除無
￥27,565

（テキスト代込）

40 名

学科
　5/20（月）  9:00 ～ 17:00
　5/21（火）  9:00 ～ 16:00
実技
　5/22（水）  9:00 ～ 18:00
　5/23（木）  9:00 ～ 18:00

学科　北部会館３階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）
実技　ネオパークオキナワ

（名護市字名護 4607-41）

吊り上げ荷重１ｔ以上の
クレーン等を使用する場
合の玉掛け業務
実技は５/22・５/23 いず
れか一日です。申し込み
順に決定します。

職長・安全衛生
責任者教育

会員
￥15,552

（テキスト代込）
非会員
￥20,952

（テキスト代込）

50 名
5/28（火）  9:00 ～ 17:00
5/29（水）  9:00 ～ 17:00

北部会館３階
（名護市宇茂佐の森5-2-7）

建設業、製造業、電気業、
ガス業、自動車整備業、
機械修理業の業種におい
て職務に就くこととなっ
た職長その他の作業中の
労働者を直接指導又は監
督する者

  労働安全衛生法に基づく平成 31 年 4 ・ 5 月講習会のご案内 
平成 31 年 2 月 28 日

（一社）沖縄県労働基準協会

 4 月出張車検の予約が始まります！ 

車検検査日：4 月 24 日（水）・25 日（木）・26 日（金）
　予　約　日：3 月 12 日（火）～ 4 月 12 日（金）　
　※有効期限 2 ヵ月前から車検が受けられるようになりました。
今年度の出張車検の予定日・予約日について

車 検 予 定 日 予 約 日

2019 年 8 月  1 日（木）～ 2019 年 8 月 2 日（金） 2019 年 6 月 21 日（金）～ 2019 年 7 月 20 日（土）

2019 年 10 月 30日（水）～ 2019 年 10 月 31 日（木） 2019 年 9 月 18 日（水）～ 2019 年 10 月 18 日（金）

2020 年 2 月 3 日（月）～ 2020 年 2 月 4 日（火） 2019 年 12 月 23 日（月）～ 2020 年 1 月 22 日（水）

【お問い合わせ】三社自動車　TEL:0980-46-2326

 平成 31 年度の納税期限 

　今年度の納期は下記のとおりです。
第 １ 期 分 第 ２ 期 分 第 ３ 期 分 第 ４ 期 分

固 定 資 産 税 ５月末日 ７月末日 12 月 25 日 ２月末日

村・ 県 民 税 ６月末日 ８月末日 10 月末日 １月末日

軽 自 動 車 税 ５月末日

　※納期限日が休日の時は翌日になります。
【お問い合わせ】伊平屋村役場会計課　TEL:0980-46-2834
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モノクロ写真を新収蔵しました。

 伊平屋村が分村して 80周年になるのをきっかけに、1964 年に伊平屋

島を撮影したモノクロ写真 25点の写真を寄贈していただきました。寄贈

者の森口豁 ( もりぐちかつ ) 氏は 1937 年に東京で生まれ、現在 81 歳に

なられます。1959 年から米軍統治下の沖縄で新聞記者やテレビ局の沖縄特派員として活動されていました。

 これらの写真は先行して2月のタイムスホールの伊平屋フェアで展示し、来場者にご覧いただきました。「私

の島もこのような石垣があった。とても懐かしい。」といった感想やその当時を記憶している住民から撮影場

所や写っている人物についてのエピソードなどを聞くことができました。

 （伊平屋小学校）島尻分校での子供達の様子や無医村だった時代の熱烈な医療者来島時の歓迎の様子、加え

てヘリコプターで来島する米軍関係者を眺める島の子どもなど今では見られなくなった伊平屋での風景が写し

撮られていました。また、伊平屋小学校のガジュマルに集まる子供達や屋敷を囲む立派な石垣など現在でもそ

の風景がのこる写真もありました。

 写真は伊平屋村歴史民俗資料館で引き続き展示されますので、ぜひご鑑賞ください。

タイムスフェア寄附一覧
㈱沖縄海星物産
㈱沖縄ＴＬＯ
北部港運㈱
虹技㈱
㈲大和住宅産業
関東伊平屋会 会長 與那覇 盛秀
松金ホテル
㈲名嘉工務店
笹尾商工㈱
沖縄オリエンタルホテル
ホテルにしえ
㈱具志堅建築設計事務所
㈱盛設計
海産物料理 海魚
㈱濱設計
トラストコミュニケーション㈱
㈲ヨシ企画設計
㈲基技研
トミシロ建装㈱
㈲北部測量設計
㈱富士建設
㈲北部通信建設
(名)伊平屋運輸
㈱田幸技建コンサルタント
㈱東邦
㈱興洋エンジニアリング
㈱三和アグリテクノ
㈱東江電気工事

㈱精巧エンジニアリング
㈱綜合設計コンサルタント
㈲大田機電
㈱共洋土建
㈱国吉設計
㈱大洋土木コンサルタント
三興コンサルタント㈱
ホテルデルフィーノ名護
㈲エン設計
㈱沖縄プランニング
㈱朝日建設コンサルタント
いちゃりば工房
㈱現代設計
㈱都市建築設計
創建㈱
ＪＡおきなわ伊平屋支店
㈱沖縄神洋ペイント
みらい荘
レキオス・ウォーター㈱
松金商店
スナック 絆
㈱東幸開発
㈱隆盛コンサルタント
㈱安謝橋電機
新城ガラス工業
仲里畳店
㈱丸島建設コンサルタント
古堅商店

㈱総合設計玉城
㈲創建設計事務所
㈲あい技建
石川鮮魚店
㈱山川電気
㈲松正
照屋電気工事㈱
㈲ジオプラン
運天港ターミナル売店
㈲大菱プラント工業
㈱沖縄土木設計コンサルタント
㈱ホープ設計
比嘉工業㈱
島尻共同売店
㈱マツオ
㈱ジャンボツアーズ
沖縄三菱電機販売㈱
㈱ＡＭＳ設計
光基㈱
㈱エマオ
海洋プランニング㈱
㈲心優開発
㈲開成実業
㈲外間建築設計事務所
㈱インディボンドネットワークス
スナックドリーム
上原水産
㈲フォレスト

㈱沖縄メディコ
㈱風希ネットワーク
潮平モーターズ
関東伊平屋会 幹事 伊豆味 文明
関東伊平屋会 諸見 喜子
㈱伊葉開発
㈱トラストエンジニア
倶楽部野甫の塩
㈱芝岩エンジニアリング
㈱沖縄中央エンジニアリング
海やから千増
㈱大栄コンサルタント
喜芳商店
㈱興洋電子
トキエ翔福防水装美
永技研㈱
㈲大地測量設計
ヘアスタジオ サムソン
赤嶺商店
野甫共同売店
田名共同売店
島興サービス
㈲エムエー設計事務所
㈲システム・エッグ
㈱海邦技研

順不同

みなさま、
ありがとうございました。

「タイムスホールでの展示に見入る若い人々」
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　　　　　　　野甫中学校保健体育武道

         伊平屋の先輩から剣道を学ぶ。

　田名出身で名護市剣道連盟会長の与那覇正さんが野甫中学

校を訪れ、中学生らに剣道を指導した。必修科目である武道

の教科指導・評価をするにあたり、指導資格を有しない教諭

の代わりに専門の指導者を招聘することで、授業の内容を充

実させること、田名出身である外部指導者の地域人材を活用

し交流を図ることなどをねらいとし、1 校時から 6 校時まで

行われた。中学 3年生 1名と中学 1年生 4名が理論 2時間、実技 4時間を受け、面や胴、小手といった技の

実践、礼儀作法も学んだ。最後は 3 分間の試合を行い、中学生らは「めーん！」「どーう！」と大きな声を

出しながら学んだ技を互いに打ち込んだ。与那覇正さんは「今回の授業を通して皆さんから学んだこともあ

る。それを今後の剣道の技に生かしたい。」と話した。

2/26 

与那覇正さん（右から３番目）と一緒に

　　　　　　保育所ひなまつり

         おしゃれ着でひなまつり。

　ひなまつりが伊平屋保育所で行われた。園児らは

朝からわくわくしながらおしゃれ着で登園。ひなま

つりでは、ひな人形とともに、園児らが事前におり

がみやクレヨンで作った手作りの作品が壁一面に飾

られ、会場を華やかにした。ひなまつりの由来など

を学び、ひなまつりの手遊び歌も歌った。最後はみ

んなの作品の前で記念撮影。司会進行役の国吉律子

先生は「今日はみんなおしゃれ着で参加して、女の

子も男の子も先生も楽しんでくれたので良かったで

す。」と話した。

3/1 

保育所最後のひなまつりとなるきりん組の園児ら

　　　　　　伊平屋村本部町老人クラブ連合会交流会

         グランドゴルフで交流。

　伊平屋村・本部町老人クラブ連合会のグランドゴルフ交流

会が友愛と健康の広場で行われた。この交流会は本部町老

人会よりお声かけ頂き実現したもので、今回が初めてで、両

町村より 35 名が参加した。老人クラブの充実と役職員の資

質向上を図るとともに、老人クラブ連合会の連携を密にする

ことを目的としており、参加者は「上手い！」「もう少し！」

と互いに声をかけながら交流を楽しんだ。男性の部 1 位は仲宗根安雄さん ( 本部町 )、女性の部 1 位は前里

澄子さん（伊平屋村）という結果となった。主催した伊平屋村老人クラブ連合会の西江喜進会長は「離島と

いうこともあり、なかなか他市町村老連との交流が厳しい中、お声かけ頂き、大変ありがたい。これからも

このような交流会がもてるよう活動していきたい。」と話した。

2/28

笑顔でグランドゴルフ交流
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　　　　　　伊平屋製糖施設新築工事合同安全祈願祭

         新製糖工場の安全祈願祭。

　伊平屋製糖施設（含みつ糖製造）新築工事合同安全祈願祭が田名

地区の建設予定地で行われた。安全祈願祭には伊礼幸雄村長、建設

関係者ら約 45 名が参加した。神事は滞りなく行われ、伊礼幸雄村

長は「現製糖工場は沖縄県含みつ糖工場（8工場）の中で最も古く、

移設から 53 年が経過し、機械の老朽化等が著しく品質の低下など

が懸念されていました。本村の基幹産業として主要な村経済を支え

る基軸となっています。新工場は鉄骨造り三階建ての延べ床面積 5,225 平米、１日当たりの生産能力は 50

トンです。工事が無事故で完成することを祈願いたします。」と挨拶した。

3/5

伊礼幸雄村長（左から 2番目）らによる鍬入れの儀

　　　　　　　伊平屋中学校卒業式

         １３名が卒業。 島立ちへ。

　伊平屋中学校卒業式が伊平屋中学校体育館で行われた。今

年の卒業生 13 名は、堂々とした姿で卒業証書を受け取った。

卒業生代表の仲川姫奈さんは「この 15 年間、家族の絆、そ

して惜しみない愛情があったからこそ今の私たちがあるのだ

と思います。今日共に卒業を迎える 13 名の皆さん、保育園

から今日のこの日まで共に過ごしてきた日々がとても懐かし

く感じます。この仲間と歩んだ 15 年間は一生の宝物です。島での思い出、島の人に大切に育てられたこと、

ずっと応援されていることを胸に刻み、島立ち後も頑張っていきます。大好きな伊平屋島の皆さん、15 年

間本当にありがとうございました。これからも一人一人が新たな決意を胸に島を立ち、様々な出会いの中で

必ず成長し、人生を歩んでいく事を誓い答辞とさせて頂きます。」と感謝と決意を語った。

3/9 

校門の前で保護者らと記念撮影

　　　　　　野甫小中学校卒業式

         　　　　　小学生３名、中学生１名が卒業。

　野甫小中学校卒業式が野甫小中学校体育館で行われた。

今年の卒業生は小学生 3名、中学生 1名で式には保護者や

地域の方々も参列し、野甫らしい温かい卒業式となった。

小学校卒業生 3名は「私たちを支えてくれた全ての方々に

感謝の気持ちでいっぱいです。中学生になったら、これま

で以上に３人で協力し頑張ります。」と想いを述べ、中学

校卒業生の前田大輝君は「地域の皆さん、今までずっと私を見守り支えてくれました。私は小さな島の大き

な愛情を感じながら育ってきました。この島に誇りを持っています。将来、島に貢献できるよう頑張ってい

きたいと思います。いつも一番近くで支えてくれた家族。感謝しても感謝しきれません。私はたった１人の

卒業生ですが、たくさんの仲間たちがいます。この仲間たちの存在は私にとって、とても大きくかけがえの

ない存在でした。伊平屋島、野甫島での想い出を大切にこれから新たな歴史の１ページを刻めるよう未来に

向かって突き進みます。」と感謝と決意を述べた。

3/12

職員らと記念撮影
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い
へ
や
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン

第
27
回

2/16
SAT

1_ 笑顔でスタート！　

２_ 選手宣誓する桃原好

美さん・陸君・希生ちゃ

ん。　 ３_ 友 だ ち と お

揃いの T シャツで参加。

　４_ タイム順 10 キロ

男子で優勝した西銘琉

真君。　５_ 手を繋いで

ゴールする武井真澄さ

ん・楓華ちゃん。　６_

与那覇了校長先生と一緒

にゴール！　　７_ 沿道

には応援に駆けつけた保

育所の先生と子供たちの

姿も。　８_ センター内

ではジョイビートや身体

測定も行われた。

Enjoy!

Run♪

　

伊
平
屋
村
教
育
委
員
会
主
催
の
第

27
回
い
へ
や
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
が
２

月
16
日
、
伊
平
屋
村
離
島
振
興
総
合

セ
ン
タ
ー
前
を
発
着
点
と
し
て
行
わ

れ
た
。
当
初
、
１
月
12
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
に
よ
り
延
期
。
天
気
が
心
配
さ

れ
た
が
、
無
事
に
開
催
さ
れ
た
。
３

キ
ロ
81
名
、
５
キ
ロ
６
名
、
10
キ
ロ

６
名
が
参
加
。
事
前
に
自
分
で
設
定

し
た
目
標
タ
イ
ム
に
ど
の
く
ら
い
近

か
っ
た
か
を
競
う
ト
リ
ム
の
順
位
も

付
け
ら
れ
た
。
沿
道
に
は
「
頑
張
れ

～
！
」
と
声
援
を
送
る
村
民
の
姿
も

見
ら
れ
、
参
加
者
ら
は
記
録
を
狙
っ

て
懸
命
に
走
っ
た
り
、
友
達
と
一
緒

に
走
っ
た
り
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し

な
が
ら
参
加
す
る
家
族
連
れ
も
多
く

見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ

ン
を
楽
し
ん
だ
。
村
役
場
住
民
課
に

よ
る
ジ
ョ
イ
ビ
ー
ト
や
身
体
測
定
な

ど
も
行
わ
れ
、
自
分
の
体
内
年
齢
を

知
り
、苦
笑
い
す
る
参
加
者
も
い
た
。

1

2

3

4

5

678
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ようこそ伊平屋へ

嫁いでありがとう
　

伊
平
屋
村
主
催
・
伊
平
屋
村
教
育

委
員
会
共
催
の
「
よ
う
こ
そ
伊
平
屋

へ　

嫁
い
で
あ
り
が
と
う
」
が
２
月

16
日
、
伊
平
屋
村
産
業
連
携
拠
点
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
島
外
よ
り
伊
平
屋
村
に
嫁
い
だ

方
々
（
村
内
在
住
者
）
を
対
象
に
行

わ
れ
、
当
日
は
花
嫁
39
名
と
伊
平
屋

村
長
ら
計
66
名
が
参
加
し
た
。
会

場
で
は
村
内
の
飲
食
店
で
作
ら
れ
た

オ
ー
ド
ブ
ル
、
伊
平
屋
の
島
寿
司
、

ケ
ー
キ
や
村
役
場
職
員
ら
手
作
り
の

中
身
汁
等
が
振
舞
わ
れ
た
。
１
部
で

は
伊
平
屋
村
教
育
委
員
を
務
め
る
前

里
澄
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
「
私
と

伊
平
屋
と
の
出
会
い
」
が
行
わ
れ
、

41
年
前
に
前
里
さ
ん
が
伊
平
屋
に
嫁

い
だ
時
の
様
子
を
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
そ
の
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

在
村
期
間
表
彰
（
参
加
者
内
）
で
名

嘉
光
子
さ
ん
、
国
外
遠
方
移
住
表
彰

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
末
吉
テ
レ
サ

さ
ん
、
儀
間
エ
リ
ン
ダ
さ
ん
、
国
内

遠
方
移
住
表
彰
で
北
海
道
出
身
の
仲

里
房
美
さ
ん
、
社
会
教
育
特
別
賞
で

役
場
職
員
と
し
て
働
く
傍
ら
村
婦
人

会
活
動
を
は
じ
め
、
多
面
に
わ
た
り

活
躍
さ
れ
て
い
る
功
績
に
よ
り
宮
城

京
子
さ
ん
が
感
謝
状
を
受
賞
し
た
。

２
部
は
伊
平
屋
村
青
年
団
協
議
会
に

よ
る
か
ぎ
や
で
風
で
幕
開
け
し
、
商

品
券
を
か
け
た
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が

行
わ
れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
と

な
っ
た
。
最
後
は
青
年
エ
イ
サ
ー

が
披
露
さ
れ
、
み
ん
な
笑
顔
で
カ

チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
り
、
会
は
幕
を
閉

じ
た
。
伊
礼
幸
雄
村
長
は
「
伊
平
屋

村
に
お
嫁
さ
ん
と
し
て
来
村
し
、
根

を
は
り
、
家
庭
を
支
え
、
地
域
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た

地
元
を
離
れ
、
文
化
や
風
習
も
違
う

中
で
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
そ
の

力
が
伊
平
屋
村
を
支
え
る
大
き
な
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
あ
り
、
日
々
の
生
活
の

中
で
埋
も
れ
て
い
る
感
謝
の
気
持
ち

を
今
回
、
改
め
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

表
し
た
い
と
考
え
、
実
施
し
た
次
第

で
す
。
様
々
な
年
齢
層
の
方
々
が
、

子
育
て
や
地
域
で
の
活
動
情
報
を
交

換
し
、明
日
へ
向
か
う
鋭
気
を
養
い
、

嫁
い
で
き
た
ム
ラ
「
伊
平
屋
」
が
皆

様
と
共
に
、
今
後
も
益
々
活
性
化
し

発
展
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。」
と

挨
拶
し
た
。
島
に
降
り
て
今
年
で
31

年
目
と
な
る
宮
城
京
子
さ
ん
は
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、「
小
雨
の
中
、
会

場
へ
向
か
い
、
見
慣
れ
た
顔
の
友
人

た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
、
も
う
島
に

来
て
長
く
な
る
ね
、
と
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
先
輩
で
あ
る
前
里
澄
子

さ
ん
の
講
話
が
始
ま
る
と
、
楽
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
の
お
話

に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
離

島
で
の
暮
ら
し
の
中
、
人
に
は
言

え
な
い
苦
労
や
涙
し
た
時
も
き
っ
と

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
、
同
じ
嫁
い
で

き
た
わ
が
身
と
合
い
重
な
る
胸
中
で

し
た
。
表
彰
式
で
は
、
頑
張
っ
た
こ

と
が
功
を
成
し
て
頂
い
た
特
別
賞
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
多
く
の
友

人
や
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
今
日
が
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
楽
し
い

余
興
と
お
食
事
を
頂
き
な
が
ら
和
や

か
に
過
ご
せ
ま
し
た
。」
と
話
し
た
。

島
に
嫁
い
で
今
年
で
２
年
目
と
な
る

西
銘
明
日
香
さ
ん
は
「
大
先
輩
の
講

話
を
聴
き
、
す
ご
く
胸
に
響
く
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と

も
っ
と
伊
平
屋
村
が
住
み
よ
い
島

に
な
る
よ
う
に
新
米
嫁
で
す
が
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
話
し
た
。

嫁いだ当時の様子を話す前里澄子さん

講演を聞く
夫の前里源徳さん

社会教育特別賞を受
賞した宮城京子さん

じゃんけん大会は大盛り上がり
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伊平屋村人口動態 ( 平成 31 年 2 月末現在）

総人口 1,245(－2) ／男 674(±0) ／女 571(－2) ／世帯数 588(＋1)

表紙写真：田名

伊平屋村の行事予定表　schedule

4 月　April

1日 月
村辞令交付式
保育所入所式

7 日 日 浜下り（旧暦 3/3）

8 日 月 
始業式（村内三校）
入学式（伊中・野甫小中）

9 日 火
入学式（伊小）
てるしの塾開講式

10 日 水 幼稚園入園式

17 日 水
伝統文化学習の日
弁当の日

20 日 土 モズクの日　道の駅許田・羽地の駅

21日 日 モズクの日　道の駅許田・羽地の駅

27 日 土 第 8 回伊平屋かかし祭り

29 日 月

海開き

ウェルカムイベント

昭和の日

30 日 火 退位の日

5 月　May

1日 水 即位の日

2 日 木 国民の休日

3 日 金
憲法記念日
羽地の駅イベント

4 日 土
みどりの日
羽地の駅イベント

5 日 日
こどもの日
羽地の駅イベント

6 日 月 振替休日

11日 土 第 18 回伊平屋村バドミントン大会

12 日 月 母の日

15 日 水
伝統文化学習の日
弁当の日

18 日 土 おきなわ地域教育の日

19 日 日
村 PTA バレーボール大会
家庭の日・ファミリー読書

25 日 土 第 29 回 やんばる駅伝　伊是名島大会

31日 金
固定資産税納期限（第 1 期分）
軽自動車税納期限

APRILのイベント 今度の休みは何して遊ぶ？ 

　4 月の第 3 日曜日は
「モズクの日」。道の駅
許田と羽地の駅のイベ
ントで伊平屋フェアも
同時開催。

4/20 土・21 日
伊平屋フェア

　田名公民館でオープ
ニングセレモニーと
村内児童生徒の「第 7
回子供・かかしコン
クール」の表彰式がを
開催。1 か月間、各集
落前を中心にかかしが
並ぶ。

4/27 土
第 8 回伊平屋かかし祭り

　前泊港ポートターミ
ナルで開催。村青年団
のエイサーなどが披露
され、島を訪れた人た
ちを歓迎。会場では『伊
平屋の島寿司』も振舞
われる。

4/29 日
ウェルカムイベント

　いへや愛ランドよね
ざき前の海岸で海開
き。バナナボートなど
のマリンアクティビ
ティも予定。

4/29 日
海開き


